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銭座小学校 校長 丸山朋子

めざす子どもの姿 ～ やさしく かしこく たくましく ～
「合言葉」 わたしが主人公 一人一人が主人公

ーわたしがわたしをつくる。わたしの学校をつくるー

今、ここ

令和5年 下半期を迎えました。

「青少年の非行・被害防止全国強調月間」7月 こども家庭庁では、夏休みに入る7月、非行・被害防止
活動を展開します。

「ココロねっこ運動強調月間」7月、11月
全国強調月間にあわせて、長崎県では、7月と11月を「ココロねっこ運動強調月間」
として「ココロねっこ運動＊」を集中的に実施します。
＊ココロねっこ運動…子どもたちの心の根っこを育てるために、
大人のあり方を見直し、みんなで子どもを育てる長崎県の県民運動です。

「家庭の日」第3日曜日を基準日
子どもの育ちには、家庭が果たす役割が重要である。このことから、
家族が子どもを中心としたふれあいを深める日として、長崎県子育て条例において定められました。

今年のカレンダーも残り6枚、半分になりました。
早いもので、2023年も後半です。
さて、6月19日（月）から25日（日）の教育週
間では、梅雨時の天候不順な中にご来校いただ
き、まことにありがとうございました。
この週間の趣旨に沿い、土曜授業では、「道
徳」の授業を実施しました。子どもたちの様子、い
かがでしたか？
また、今年は全校集会を実施し、縦割り班活動
の様子をご参観いただきました。今年度になって
1回目の「縦割り班活動」でしたが、
今年も様々な活動を積み重ね、
互いの関係が「知らない人」から
「知っている人」へ、そして、「なかま」
へと深まっていくことを願います。

「五色の短冊…♪」 五色って何色？

子どもたちが短冊に願いごとを書いて
玄関に立てられた笹に結んでいます。
笹は地域の皆さんからの子どもたちへのプレゼ

ントです。日曜日に民生委員の堀田さんが運んで
くださいました。
先週、運営委員会の子どもたちが、みんなが自

由に飾りづくりができるよう、校長室前に材料を準
備し、お昼の校内放送で笹のプレゼントのことを
お知らせしてくれました。
月曜日、火曜日と、願い事が書かれた短冊や七

夕飾りがかけられて、にぎやかさを増しています。
七日夕方、「七夕の日」晴れるといいですね。

○赤＝礼（両親や身近な人への感謝）
○黄＝信（友達を大切にする）
○白＝義（義務を果たす。規則を守る。）
○青＝仁（人間力の向上）
○紫＝智（学業の向上）

ところで、五色の短冊・・と歌にありますが、色に
よって叶う願いごとの種類が違うそうです。

代表委員会の様子です。
3年生以上の学年代表と、高学年の委
員会の代表が参加して、自分たちの学
校をよくするために話し合います。

人が感じる「気持ち・感情」
を知ることは、自分もみんな
も幸せであるために、大切な
学びです。100個の文字が
並ぶ表から、感情を表す言葉
を集めています。

卒業した先輩から葉書が届きました。
「いつも、みんなのことを応援しています」とありました。
2年間お世話になった支援員の
先生からも子どもたちへお便り
をいただきました。
いただいたご縁、今あるつながり
「ありがとうございます」

◎ 銭座小学校区では、7月2日（日）に、子どもを守るﾈｯﾄﾜｰｸ主催で非行防止パレードが実施され、地域
の皆様、保護者の皆様、教職員の思いを受けて、子どもたち自身がパレードに参加しました。
国や県、そして長崎市でも、「子どもたちの健やかな育ちのために、できることから、大人から。」の思い
で様々な取組が行われます。
夏休みを迎える7月、そして8月は、地域で過ごす時間、ご家庭で過ごす時間が増えます。皆様、今夏も
どうぞよろしくお願いいたします。


